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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書の締切が過ぎましたが、遅くなる方は鳥谷部まで報告する。
※前回の疾患別診療計画書を未提出の方は鳥谷部に提出する。

・2月中の評価：転倒転落アセスメントシート、LASMI、ADUIT、HDS-R
・昇格試験案内

１ 試験日程：2月19日(水)20日(木)21日(金)　
２ 場　　所： メンタル４階メモリアルホール　【八戸会場】
３ 試験時間：１７：３０～１８：３０
４ 申込期限：1月27日（月）～2月7日（金）１７：００
５ 対象職員：中級・上級受験資格者
６ 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込
＜研修案内＞

日時：2月26日（水）16：30～17：00

場所：2階　会議室

対象：全職員

テーマ：「認知症の対応について」

 講師：金谷NS・国光NS
＜利用者様情報＞
デイケア
・山本　真智子様～表情冴えずにテーブルに伏している事があり、体調確認をしている。昨日は仕事がきつく、早退したが疲労感が強いとの事。就労先スタッフへ体調を話せた事を評価しケアでは無理のないように過ごすように伝えている。その後眠気が強いとの事で個室で休んでいる。休養後は運動療法に参加している。
・鈴木　碧　様　～本人より電話があり、ハローワークで一般就労の相談をしたが、苦い表情をされて障害者雇用を勧められるとの事。これから「ぴあみなと」に相談へ行くとの事だが、一般就労はしない方が良いのか質問がある。就業内容や時間等一般就労では融通が利かない事もある為「ぴあみなと」のスタッフへ双方の利点や欠点を聞くように助言し終話している。

デイナイトケア
・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。昨日夕食は、主食1/2、主菜1/3のみの摂取であり、食後は食器に口腔内の残渣物を吐き出していたとのこと。食器のすぐ横にエチケット袋を準備しており、本人へエチケット袋へ出すよう声掛けしたが、理解出来ずにいた様子。本日朝食は、主食主菜ともに1/2の摂取であり、徐々に摂取量が低下しているとのこと。デイナイトケアでは、声かけにてプログラムへの誘導をするが離席直後より何をしたら良いかわからなくなったり、居眠りが以前より多くなっている。上記内容を青風荘へ情報提供し、認知機能を維持出来るよう関わっていく。
ショートケア
特記なし。
＜外来患者様情報＞
・番沢 政勝様～最近の調子については、風邪を引いたか咳が出て喉が痛い、といった身体症状があることを話している。普段はデイケアは概ね参加する事が出来ていた。夜間睡眠はとれているが、熟睡感はないらしい。精神症状面では、悪化はなく接触性も良好である。腹筋や腕立て伏せなど運動もしていることがあったが最近はしていないという。血圧　１１３　/７６。

・鎌田 慶一郎様～最近の様子としては、自分からふら付きや不眠を訴えることは施設はなかったようであるが、診察の場面では、ふらつきが全然治らない、と話していることがある。「歩くのもやっと」という事も有るが、実際は問題なく歩行もしている。食事摂取は出来ているようである。精神症状面では、被刺激的な言動などはないようである。動作が緩慢になったことは自分でも言っている。排尿は、失禁はなく行えているようである。
・夏堀 麗紗様～前回、処方を変更していたが、吐き気や動悸症状があったということで本日来院している。昨日の訪問看護でも頻脈があったようである。食欲は戻ってきた感じもあったという。夜間の睡眠は日中に活動をよくしていれば大丈夫であったらしい。憂うつ気分は特にない。ミルタザピンの副作用あるいはイフェクサーの離脱症状が考えられる。今はこうした症状もないようであるが、ルジオミールに戻していく。
・中村 鶴子様～最近の様子としては、3日前に朝と夕食後の薬を飲み間違えていたことがあったという。その他に、食器を落として割った事も有ったというが、以前にも割ったような気がしていて思い出していたが、忘れていることがあったという。仕事は順調に続けている。アップルパイの生地作りもしていたという。精神症状面では特に悪化は無く過ごせている。
・田向 玲美様～デイケアでは喋りが多くなって、他の利用者からうるさがれることがあったという。談話面でも、転導性が強くなったりすることがあるようでスタッフからも注意を受けているようだ。家では妹と喧嘩をしていることがあったが、両親とはうまくやれているらしい。幻聴などの精神病症状はなかったとみられる。陰部の皮膚症状があるという。
・寺地 啓喜様～著変なし。作業所の利用も行えている。幻聴は1週間で2～3回程度、男ホテルマンのような声で内容は聞き取れないという。処方継続する。
・古舘 正行様～生活能力は低く、日常生活全般に支援を要するが、精神状態としては目立った不穏興奮などなく落ち着いている。明らかな幻覚妄想も確認できない。食事や睡眠は良好。処方継続。
・古川 富藏様～体調も変化なし、困っている事も無し。処方継続。

・鈴木 真知子様～目立った興奮や攻撃性などはないが、帰宅要求みられ無断で離所しようとすることがあり介入を要している。そのほか生活面での支援も要している。食事は残食傾向。パスタなどの洋食系は好んで食べる。体重の変動はほとんどみられないようである。処方継続。
・津嶋 イチ子様～著変なし。最近でもやや多弁になることや他者との適切な距離を保てないことがあり介入を要する。処方継続。
・木村 義重様～大丈夫、まあまあです、と。血圧は時折160台と高値になることがある。引き続き経過観察。処方継続。

・駒木 洋士様～調子はまあまあです、と話す。3ヶ月くらい便が柔らかいのが少しきになる、などという。処方継続。次回定期採血。
・横町 浩様～調子は良い、と。仕事は順調である、とのこと。今は衣類や本の回収が多いとのこと。処方継続する。
